
講義科目名称：

授業科目の区分等：

語学研修プレゼミナール

専門教育科目　英語・編入コース

授業コード： G6071

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

集中 １年 1 選択

担当教員

レイツ・中村　雅典

G（現代ビジネス学科） S（専門科目） LG（語学・言語学） 124（基礎・入門科目）

授業のねらい（概
要）

この科目は、短期・長期関わらず、留学を考えている学生を対象とし、海外留学を目指した語学習得法方、現
地での生活面、現地との書類のやり取りなど、海外留学を前提とした事前準備を行います。この講義を通し
て、留学先の滞在国を決め、滞在先の文化や生活習慣を深く理解し、英語で生活していくうえでの基礎的な語
学力の修得方法を学び、継続的に実践していきます。

授業計画 第1回 【遠隔（前期のみ）】オリエンテーション（授業の運営方針説明と海外留学について概要説明）
予習 シラバスを読む（30分）
復習 「なぜ留学なのか」をまとめる（30分）

第2回 【遠隔（前期のみ）】自分の留学について①（概要説明＋ワーク）
予習　留学について口頭で発表できるようにまとめる（30分）
復習　留学についてプレゼンテーション用資料作成する（30分）

第3回 【遠隔（前期のみ）】自分の留学について②（ミニプレゼンテーション＋グループディスカッ
ション）
予習　プレゼンテーションの準備をする（30分）
復習　プレゼンテーションのフィードバックをもとにパワポファイルを修正する（30分）

第4回 【遠隔（前期のみ）】自分の留学先について①（概要説明＋ワーク）
予習　複数の留学先について調べ発表できるようにする（30分）
復習　それぞれの留学先のメリット・デメリットを挙げる（30分）

第5回 自分の留学先について②（ミニプレゼンテーション＋グループディスカッション）
予習　留学先について口頭で発表できるよう準備をする（30分）
復習　留学先についてプレゼンテーション用資料を作成する（30分）

第6回 【課題（前期のみ）】自分の留学と留学先について①（英語によるプレゼンテーション準備編）
予習　過去2回のプレゼンテーションを1つにまとめる（30分）
復習　授業中のフィードバックをもとに資料を修正する（30分）

第7回 自分の留学と留学先について②（英語によるプレゼンテーション）
予習　英語によるプレゼンテーションの準備（30分）
復習　プレゼンテーションのフィードバックをもとに資料を修正する（30分）

第8回 【課題（前期のみ）】滞在先の文化・生活について（概要説明＋ワーク）＊レポート課題となり
ます
予習　滞在先の文化や生活様式についてまとめる（30分）
復習　授業内で調べた内容をまとめ、授業最終日でのレポート提出に備える（30分）

第9回 【課題（前期のみ）】継続的な英語学習について（オンライン英会話利用方法について）
予習　さまざまなオンライン英会話サービスを比較する（30分）
復習　自分にあったオンライン英会話サービスを探す（30分）

第10回 私のオンライン英会話利用方法（口頭発表）
予習　自分が選んだオンライン英会話サービスについて説明できるようにする（30分）
復習　オンライン英会話サービスへの登録をする（30分）

第11回 オンライン英会話実践①
予習　指定されたオンライン英会話サービスのレッスン範囲の予習を行う（30分）
復習　オンライン英会話で学んだ表現をまとめ、担当教員に提出する（30分）

第12回 オンライン英会話実践②
予習　指定されたオンライン英会話サービスのレッスン範囲の予習を行う（30分）
復習　オンライン英会話で学んだ表現をまとめ、担当教員に提出する（30分）

第13回 オンライン英会話実践③
予習　指定されたオンライン英会話サービスのレッスン範囲の予習を行う（30分）
復習　オンライン英会話で学んだ表現をまとめ、担当教員に提出する（30分）

第14回 オンライン英会話実践④
予習　指定されたオンライン英会話サービスのレッスン範囲の予習を行う（30分）
復習　オンライン英会話で学んだ表現をまとめ、担当教員に提出する（30分）

第15回 オンライン英会話実践⑤
予習　指定されたオンライン英会話サービスのレッスン範囲の予習を行う（30分）
復習　オンライン英会話で学んだ表現をまとめ、担当教員に提出する（30分）

授業を通して身に
付けることができ
る能力（DP）

DP（現代ビジネス学科）の2項目を意識した科目となります。
①　基礎的な英語力（聞く、話す、読む、書く、やり取り）を身に付ける
②　グローバルな視野と価値観を尊重する姿勢を身に付ける
身に付くスキル
・グローバルな視野
・協働力

到達目標 到達目標
①　滞在先の文化・生活様式、マナー等を研究し、日本との比較をしながら、プレゼンテーションソフトを使
い説明できる。
②　海外留学に必要な一連の書類手続きを自ら行うことができる。
③　生活するうえで必要な英語表現を学び、使いこなすことができるようになる。
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課題や小テスト等
のフィードバック
の方法

提出課題については、修正点・注意点などを記入の上、返却します。

履修上の注意 各自オンライン英会話を利用し、継続的に英会話実践が必要となります。そのための費用（5000円程度）が発
生してしまいます。教科書代と思ってください。

成績評価の方法・
基準

① プレゼンテーション（複数回）50％
② レポート課題25％
③ Online English Lessons 25%

教科書 必要に応じて資料を配布予定

参考書・教材 必要に応じて資料を配布予定

備考 2020年度前期のみ、6、8、9回目を課題研究として学修する。

第6回　「自分の留学先」について各自でまとめ、プレゼンテーション資料を作成し提出する。実作業全体で
150分の学修を想定している。
第8回　「滞在先の文化・生活」について各自でまとめ、プレゼンテーション資料を作成し提出する。実作業全
体で150分の学修を想定している。
第9回　「継続的な英語学習」について各自でまとめ、プレゼンテーション資料を作成し提出する。実作業全体
で150分の学修を想定している。

教員との連絡方法 メール、Melly、オフィスアワー
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